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変性 (T・inv.) を破るという新しい可能性を提起し， それを分析するために 8 重項模型***>の立場か




における π+πーとのエネノレギ一分布の非対称性が定性的に理解できる。又， C-inv. を破る機構を通じ
て可→π0けeーが 0.7 X 10-3 程度の分岐比で起こることが予想される。




これから μρ， fJ.n 及び μA の実験値を用いて， μ~+= 1.6ge 12mρ が得られるが， これは誤差の範囲内で
最近の実験値に一致している。
もし current を 8 重項に属するものにかぎると，上の式の各辺がそれぞれ 0 に等しいという関係と
なり，実験データーとの聞にくいちがいが生じる。
3) 10重項に属する current の導入によって ， KO→rreVe 崩壊をめぐって理論的，実験的にその可能
*)重粒子や中間子など強い相互作用を行なう粒子の総称。
料) hadron と軽粒子の双方が関与している過程。
料約重粒子族及び中間子族がそれぞれ SU(3) 群の 8 重項をなすとする立場。
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性が指摘されている複雑な現象 (LlS=-LlQ:約転移や最大限に T-inv. が破れている可能性など)を扱




4) 10重項に属する current の semi-leptonic な崩壊過程への寄与は， 8 重項に属する current のみ
を用いた Cabibbo 理論の結果を，全般により実験値に近づける方向に補正する。
5) 電磁的相互作用と弱い相互作用の双方が関与している A→咋や Z十→打等の崩壊過程につ
いても，我々の考えを適用し，それらの分岐比の予想値を得た口
論文の審査結果の要旨
寿命の長い中性K中間子 (KLO) が 2 個のパイ中間子に崩壊するという実験事実は時間反転に対する






察君はKLO 中間子の 2 パイ崩壊の割合が電磁的相互作用の放射補正の大きさと同程度であることに
着目し，電流の荷電ベクトノレ部分に不変J性を破る項が存在すると仮定することにより，上述の現象を
矛盾なく統一的に説明する乙とに成功した。時間反転による不変性を破る電流としては強い相互作用







申) 4Q, L1I , L1S はそれぞれ転移の前後における荷電，荷電スピン strangeness の変化。
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